
/ 21.滋賀県下の庄内式土器

一畿内より搬入された
数形土器の分布一

はじめに

制式七総は献釘!Hf急の一型式であるが、狭義に
は、その11'でも特徴的な殺を庄内式ニヒ昔話といい、また

b'納

庄内式設とも呼ばれる.本文中で庄内式土器としたの

は、この狭義の1まである。
この庄内式土議l:t、いわゆる r荷内家主総」とl呼ば

れるものであリ、胎土中に金主:島片 ・思議母片を多〈

含み、色綿I;l:l倍栂色から泉純色にj丘・<~・る。この点に

おいて他の土昔話とlJijらかに紋別され、ニれが庄内式土

総の段も顕著な特徴の一つになうている。また、製作

技法および形態的にも特徴があリ、前述の胎土 ・色繍

と相ま って、皮肉式土総の緒特徴を憐成している。

製作校法の特徴は、体部内荷のへラ削リ妓法とイ本部

外i舗の細かい叩き自 (時には組いハヶ日と見誤るこ止

がある)とハケ自制畿である.内閣は、ヘラ削リ技法

によ って器管を緩めて縛<1上よげ、外而のI1pき自 l主、
次第にハヶ日によって消さ11てい〈が、なお間宮目にIIjJ

き自を残すことが多い.

形態的特徴は、くの字状1.:.外反するn縁部を持ち、

口紋端部を小さくつまみあげる@この口総端部は鋭〈

尖り気味である.頭部内簡は.内問へラ削1I1)技法によ

っ て鋭い殺をもっ。 体昔1st!九l味を併ぴ、最大JJ~径はほ

ぼ中位にあるものから、 rt位からやや上に位縫するも

のがある。底部1:1:尖1)1まにitrいものから丸底まである。
以上の誇特徴が庄内式土昔話を榊成しているのである

が、1'11に、形態的には皮肉式よ緩め特徴を示すが、胎

土、色調が終なるものがある.これは、庄内式土総の

;必轡を受けて成立した犯地の土総と考えられる.この

ような土昔話も庄内式土終に含めておきたい。

この庄内式土者告は鍛内各地に分布し、聞は北九州に

も干干犯することが知られている。畿内のt#:方で、 l明ら

かに庄内式土総を館、められるのは、この近江地方であ

る。ニょでは、近江における皮肉式土総の分布を検討

してみたい.

県下の庄内式土器

ここ数年来、県下にも庄内式土昔話の出土例が期加し

ているロそこで、その分布状況と特徴を見てみよう 。
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第 1図庄内式土器の分布

1.大i全市坂口辺I跡①(報告;1.tP 16、第9図17、18)

17は、淡茶綿色で議Ifj:の微細JJtを含むが、 18は、|璃

偽色で黒雲母を含む.18は「河内系土総」と呼ばれる

ものであるが、げはやや級相を災にする。包含!日中に

も17と間伐のunき目をh1liした繋が認められた。
2.大作市滋賀ffi遺跡② (線伴古図版編 m54図C59、

64 m55図C92 ~56図 C 129、 l旬、 132)

いずれも袋母片を含むが、 C59、64、92、 1291孟l埼

褐色であリ、 C 131、 132は偽色である。

3.大津市北大i'lt遺跡;<ID

始七に22母)tを含み、色調Iまi取締色である.

4 犬津市施未鼠遺跡@(報告む図版15、37)

胎土、色九日m報告訟では不明であるが、応内式土伐
の可能性がある。

5. l:!:ì~rlj鋭音1ß:遺跡@

鋭*U:i往路寺跡の南阪を附する鴻から出土した古式土

r.r~íl-:1の中に数点が含まれる。いずれも 22母片を含み、

色溺は茶縞色である。
t It 

6. 好洲町市披遺跡@(現~3 閲 1 ) 



京総iU，*:1二』広10から良lf令官官斜がm上している.< 
の"f~えに外反する na$の11'{ιはわずかに肥I亨し.織

慨を少さ〈つまみあげる.九昧をおびた体鰍のu大径
111:11工作.{まlニ位置し、尖')気臥の九Eまである.

1:1鎌骨格11繊ナデするが、内liiiにハケ11.外imにupき

自が8~分的に残る.外;節外IhiI孟"11~ 11のあとハケ目を

総万".)Iニ泌す.1111 ~ I'Jの方li.]1よ、.l:{立がお上リ、中伎
はほぼ水平に近<~リ、下，* Ii イi.l:りである . .1'.半の

ハケ日 IHIl<鋭いが、下:I~のハケ I~11太〈て液lぃ.上

ドと・ド4'.のハケ11の~体IiAなると思われる.体館内

。 10 20肺

第2図滋賀県下出土の庄内式土器

面.1:半li繍H向、下半a下からJ二へ包1<へラ削リする
が、{主飢内外凶に悩・1:のJi1~. flが伐る.飴:1:::瓜忽ffj

片を~み、色聞は防備色て'ある. (] 1を1115.5畑、 ~n~

t孟23.1c闘である.

7.野洲町.fi.乙fF遺跡⑦
体:$外it.iに;j;.!1J;.の1111~ 11を臨したむのがある. ~~Iせ
の徹偶H・を合、-色~."ii友占~m色である.

8. 野洲町.f(l lIJ ili制~
和問遺跡火fお節3嶋中に軍健闘節目ーが含まれていた.

色調11Ðff織色であリ、 ~H車問・を含む.また、 ili事内の
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第3図 1-3 大阪府松原市上回町遺跡 中層出土
(原口正三「大阪府松原市上田町遺跡の調査」より)

4・5 緩原宮内裏東外郭地域 SD527出土

20側

(安遂，.三、木下正史 r飛鳥地域出土の古式土飾総J考古学雑誌60-2より)
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)JIjJt包点にも同僚のものが認められた.

9. ~賢旭町応浜遺跡@ ( 郊 3 図 2 -4 ) 

凶ぶしたものは、いずれも光形にj!i:いものである。

2めn径1;18.8cmである.やや伺の9誌づた休部の最
大fをはほぼrl l伎に位自立し、尖り ~tl泳の九段をもっと忽

われる.11 紘羽iは椴ナデするが.I相官ilニl:tハケ悶が残

る.体ff1I内聞はへラ削りし、体青島外I(ol二学はお上り }j
向の細いDJIき目をh'tiし、下半I孟ハケfJによ って11[1き呂

を消す. 金~:Ð}:片を含み、略総色である.

3のIJ径は16.5cmである.九い体部に)U怠をもっと

息わ1"1.る.つまみあげられた1]吋縞織は丸除をおびる.

1JU!{flI1J.償ナデするが‘内l耐にハケ日を残す.{，本筋肉

i岡上位i孟制いハケ目をナデによ ってtrJし、下半はへラ

削リ十る.外保全体にハケ凶をぬけが、部分的に1111き

IJが認められる。微小な金11ほJ¥'を1tみ、色調1;1:灰縞

色lζjfi:< {>・る.
41l口径14.6cm、骨量高19.9cmである.)Lい体絡をも

ら、般大股径と~1.買がほぼ塁手し〈なる . 体育宮内蘭!:{立

l.tハケ LJ~ナデによって消し、下半I主ヘラ削りする.

外i面liA:l総まで強〈検ナデし、 f'れは細いハヶgで仕

上げる.Iルl、f.t雲母片を含み.色調l:t灰泌色である.
これらの他tこ、休部外商にやや狙い日II~ 9を砲し、

内ltiiをヘラ削りしたものがある.また、 UIIき1-:1の方向

が~H; る(:tï下リ)ものなどがある.これらはいずれ

も怨l止の微小片を含み、色制はj災茶紛色で、関ポした

ものとは隙柑を異にしている.

10. 米J~(岡I入江内湖酋長遺跡⑬(鍬??必P12~8 図37)
機管桟では胎土 ・色Z憶とも不明であるが、皮肉式:1:

2~である可能性がある.

11. *浜市河ffiiJt務@

験:iーに雲母片を含まず、 t炎禍色である.p本音事外商の
11[1善問はやや敏いが、 i勾函i孟ヘラ削りする.

12.後浜，In有司遺跡
13. 1，長浜市十息地跡

ヒ記の2m跡にも、少量の庄内式ヒ苦告が含まiLてい
る.いずれも雲母片を含ます、形態的 ・技法的に庄内

~t t.総の特徴をむつ.⑫
14. ~):山市服飾遺跡

lIil阪内紋下層中に、数片の細いUIIきnをむち、内簡
をへラ削りした土器片を碕認している.いずれも雲母

f\・~含まず、 t炎織色である.
まとめにかえて

以上の上うに、県下の庄内式上総を鋭政してきた。

その分布l:iはぽ以内全域(iNJ'JU地域においてらj!1い将

*t{f泌さtlるであろう. )に~められるが、その最11 、

他の L~と比絞して微々たるものである.

分イUの中でも気がつくのは、技術的な撚入品が湖北
地成 {袋浜尉辺)に多〈、 B侵入品としての庄内式土器

Iまi般市から湖闘地島民に』集中することである. また、そ
の.I1l!減内に ñいても~遺跡維に様相を燃にしておリ、

相iい目ilきUを地した織内型の漢が多<M!められる遺跡

からはJt内式上告訟が出土する準が向いといえよう. ま
た、搬入1Ilsの '1 'にも、~母片の1>.-ヰJ ・ 色i\，\'4-;>fに様車11の
!J4なるものが{j:イ'1:(坂口遺跡 ・i滋賀事i遺跡 ・ii.之Illi立
跡 .j祭浜i世跡)するため、これらの製作J也を倹iけする

ことが必要とされている.

1e形，fl.についてみれば、最大股径が中依に位置する

ものが多〈、また、つまみあげられた IJU~1l容がやや

丸味をおびたむのが多い.このような傾向I主、大阪府

絵際、，Ii上m町iilM:およ例。と比較して、それよリも新
しい機材1 を示すものであろう。とくに、 ~i:兵遺跡出土

例 (調¥2凶3・4)でIJ:、休部外r{o令体にハケrJを地

すものがあり、 1111き討予法からハケ(.1']'.法への移行を

示すらのであろう .

収時点でl.t.資料的な危11約(資料の似弘、米発)(，資

料の存(1:'")が鎗いため、県下の庄内Aム総について
は不明6Ci ~l!..が多い.今後の議題として、それらの資

料の倹付が必獲であり、かつまた、庄内式土絡をも含

めて、 lliH通t構成のl古iからも検討すべき Cあろう .
{本田修平 ・糊内宏司 ・奥野;i<1E.折井:1ユ校;-f)

首i① 滋r~以教'ftf? f.l.会『坂u巡跡~1-\t!別公鰍ftt沿』

1975 

② 滋火山教'(f療以会 r湖凶総関係i巡航凋1f 鰍 ~!;-. 'fJ 

1976 

③ 附fU52if-llH、近江風土記の丘資料館における
枚。特別展でう足比した.

@ 滋賀県教育~~会 r樋木fH.遺跡発4回廊先鋭行口』

1976 

⑤ 滋~"(県教行事与只会 ru.場事E側関係jftrf綱伐採作

VI J i!i:f4) 

⑤ 久米別~l1t氏より資料提供を受けた。

⑦ 織作内{よj/I日刊行される.

$ !H洲~If教rr~H 会における~4d内宏行jの側海によ

る . めらに同教育委民会峨託人江jE UtJ~の教ぷを

受けた.

@ 事IH守山{ま近千1).
⑪ 滋代以教育:奏上i会 r矢倉111中小和1111改修にl下う
入札内l~時間野遺跡事E強調査報告。出 1977

@ 丸山竜平氏の教示による。

⑫ 行，~{;tt伴氏の教示による.

⑬ 1~{ll.J.E二 「大阪府松原、市上聞町遺跡の綱伐J

r大阪l(:rIZh，~ J二間後研究紀袈3J Ut'HD43Sp) 
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